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あ

り
、

情
緒
的
な

考
察
結
果
が

日

本
心
に

あ
た
る

の

で

あ
る

。

よ
っ

て

情

操
の

説
明
は

、

理
解
し

や
す
く
、

生
活
に

還

元
し
や

す
い

と
い

う
特
徴
を

備
え
て

い

る
。

　
で

は

情
操
的
考
察
結
果
た

る

「

口

本
心
」

と
は

何
か

。

そ

れ

は

「

神
々

し

さ
」

「

懐
か
し
さ

」

「

清
々

し

さ
」

の

三

要
素
に

よ
っ

て

説
明
さ

れ

る
。

神
道、

そ
し
て

日
本
文
化
は
、

こ

の

三

要
素
の

展
開
に

よ

っ

て

成
立

す
る

の

で

あ
り、

ま
た

現
代
生
活
に

お

け
る

指
針
と
い

う
位
置
づ

け
に

も

な
る

の

で

あ
る

。

例
え
ば
こ

の

三

要
素
を

人
の

心
で

例

示
す
る

な

ら、
「

晴
れ

や

か
な
心
」

「

朗
ら
か

な
心
」

「

爽
や

か

な
心
」

と

な
る
。

ま
た
こ

の
＝ 、
要

素
は
、

そ
の

む

す
び

つ

き
に

よ
っ

て

「

雄
々

し
さ

」

「

み
や

び
」

「

大
ら
か

さ
」

に

発
展
し、

そ
れ
ら
六
要
素
の

発
現
方
法
に

よ

っ

て
、

「

渋
味
（

寂
）

」

「

床
し

さ
」

「

気
品
」

と

い

う
日

本
文
化
の

特
色
を

表
現
す
る

も
の

に

展
開

し

て

い

く
の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

神
道
を

理
解
す
る

た

め

の

観
点
が、

教
育
的
主
張
に

直
結
す
る
理
論
が
河
野
の

特
徴
で

あ
り、

そ
の

解
明
こ

そ

本
発
表
の

注
力
し
た

点
で

あ
る
。

　

河
野
の

著
作
は

『

国
学
の

研
究
』

（
大
岡
山
書

店
、

昭
和
七）
、

『

神
道

の

研
究
』

（

森
江

書
店、

昭
和
五
）
、

『

近
世

神
道

教
化
の

研
究
』

（

国
学
院

大
学
内
宗
教
研
究
室、

昭

和
三

〇）

等
多
数
存
在
す
る

が、

本
発
表
で

紹

介
し
た

主
張
は

、

『

神
道
読
本
」

（

昭
和
書
房、

昭
和
一

〇）

な

ど

に

確
認

す
る
こ

と
が
で

き
る

。

大
正

自
由
主
義
教

育
と

宗
教
教
育
論

　

　
　

　
『

宗
教
教
育

講
座
』

を
巾
心
に

齋
　
藤

　
知
　
明

　
本
報
告
の

目

的
は
、

近

代
日

本
に

お

い

て

も
っ

と

も
宗
教
教
育
が
語
ら

れ

た
と
さ

れ

る

大
正

後
期
か
ら

昭
和
初
期
の

宗
教
教
育
論
を、

主
に

『

宗

教
教
育
講
座
』

（
全

十
八

巻
、

大
東
出
版

社
、

一

九
二

七

−
一

九
二

九、

以

下
『

講
座
』

）

に

お

け
る
大
正

自
由
主
義
教
育
研

究
の

先
駆

者
で

も
あ

っ

た．
二

人

の

教
育
学
者
の

論
を

対
象
に

し
て
、

そ
の

特
質
を
考
察
す
る
も

の

で

あ
る
。

　
明
治
三

二

年
の

文
部
省
訓

令

＝
一

号
以
来、

学
校
教
育
に

宗
教
は

完
全

に

立

ち
入
れ

な

く
な
っ

た
。

し

か

し
、

明
治
末
期
か

ら

国
民
道
徳
の

徹
底

が

必
要
と

さ
れ
、

国
家
主

導
に

よ

る

さ

ま
ざ
ま
な
思
想
統
制
が
お
こ

な
わ

れ
た

。

大
正

期
に

入
る

と
、

大
正
デ

モ

ク

ラ

シ

ー

の

風
潮
の

な
か、

教
育

関
係
の

大
会
・

会
議
に

お

い

て

学
校
で

宗
教
的
信
念
を

涵
養
す
る
こ

と
を

求
め

る

決
議
が

相
次
い

だ
。

そ

れ

に

呼
応
す
る

よ

う
に
、

文
部
省
は

訓
令

…

二

号
の

解
釈
を
広
く
と
っ

た

り
（

昭
和
三

年
）

、

「

宗
教
的
情
操
ノ

涵
養

二

関
ス

ル
」

文
部
次
官
通

牒
（

昭
和
】

○

年）

を
出
し

た

り
す
る
こ

と
で

対
応
し
た
。

結
果
と
し

て
、

宗
教
教
育
熱
の

高
ま
り
は
、

教
育
勅
語
を
中

心
と

し
た

国
民
道
徳
涵
養
・

思

想
統
制
の

教
育
を
補
完
す
る
役
割
を
求
め

ら
れ
る

形
で

収
斂
さ

れ

て

い

っ

た
。

　
右
が
こ

れ
ま
で

の

研
究
で

言
わ

れ
て

き
た

こ

と
で

あ
る

。

し
か
し、

こ

の

時
期
に

お
け
る

宗
教
教
育
熱
の

高
ま

り
は
、

新
し

い

教
育
を
研
究
す
る

大
正
自
由
主
義
教
育
と

い

う
風
潮
の

影
響
を

受
け
ざ
る

を
得
な
か
っ

た
と

い

え
る

。

大
正

自
由
主

義
教
育
は
、

そ

れ
ま
で

の

「

窮
屈
」

な
学
校
教
育
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を

打
破
し
よ

う
と
、

主
に

西
洋
の

新
し

い

教
育
理
論
を

導
人
・

紹
介
す
る

形
で

発

展
し
た

”

こ

れ

ま
で

に
な
い

「

新
し
い

」

教

育
の

模
索
・

渇
望
〃

の

運

動
で

あ
っ

た
。

そ
の

さ
な

か
に
、

『

講
座
」

は

発
刊
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

　
『

講
座
』

は
、

成
城

学
園
な
ど

を
創
設
し
た

教
育
学
者
澤
柳

政
太
郎
が

監

修
を

務
め

、

本
科

が
全

四
十
一

講
座

あ
り、

「

総

論
編
」

「

宗

教
編
」

「

体
験

及
歴

史
編
」

「

各

論
編
」

「

教
課
編
」

の

五

編
に

分
か

れ

て

い

る
。

こ

の

ほ

か
、

「

科
外
講
義
」

と

当
時
の

宗
教
教
育
状
況
が

わ

か

る
「

雑
録
」

が

掲
載
さ

れ
て

い

る
。

　

澤
柳
は

、

宗
教
は

、

絶
対
者
を

信
じ

る

こ

と
で

不
完
全
な

人
間
が

安
心

を

得
る

も
の

で

あ

り
、

教

育
は
、

限
ら

れ
た

環
境
で

限
ら

れ

た

成
果
を

あ

げ
る

も
の

と

し
、

両
者
は
「

本
質
的
に
異
な
る

も
の
」

と

す
る

。

よ

っ

て、

学
校
に

お

け
る

宗
教
教
育
に

つ

い

て

否
定
的
で

あ
る

。

そ

れ

よ

り
も、

宗

教

者
が

宗
教
教
育
熱
の

高
ま

り
に

対
し
て

応
え
る
べ

き
だ
と

し
て

い

る
。

小

西
重

直
は
、

宗
教
者
と

教
育
者
の

あ
る

べ

き
姿
は

自

己
を

捨
て

て

他
者

に

奉
仕
す
る

「

人

類
愛
」

を

持
つ

こ

と

で

共
通
だ
と

す
る

。

小
西
は

、

神

を

盲
目

的
に

信
じ

自
身
の

教
育
活
動
を
「

天
職
」

と
し

て

邁
進
し

た

教
育

家
ペ

ス

タ
ロ

ッ

チ

を

紹
介
し
、

「

人
類

愛
」

を
体
現
し
た
理

想
の

教

育
家

像
と
し

て

説
明
す
る

。

吉
田
熊
次
は
、

宗
教
教
育

論
の

基
盤
と
な
っ

て

い

る

大
正

自
由
主

義

教
育
の

日
本

適
応

性
に

対
し
て

批
判
的

に

論
を

述
べ

る
。

吉
田

は
、

大
正

自
由
主

義
教
育
の

発
信
地
で

あ
る

西
洋
は

、

教
育
と

宗
教
と
が

密
接
に

か

か

わ
っ

て

い

た

が、

日
本
の

教
育
は

従
来
宗
教
と
は

関
係
な
か
っ

た

と

し、

大
正

自
出
主

義
教
育
自
体
が

日

本
に

不
適
応
だ
と

す
る

。

も

し
適
応

さ
せ

よ

う
と

す
る

な
ら
ば
、

西

洋
の

キ

リ

ス

ト

教
精
神

も

受
容
し

な
け
れ

ば

な

ら

な
く、

学
校
で

の

宗
教

教
育
は

不
可
能
で

あ
る

と

論
じ
る

。

一

方
で
、

家
庭
や

社

会
で

の

宗
教
教
育
に

は

肯
定
的
で

あ
る

。

　
『

講
座」

に

お

け
る
三

人
の

教
育

学
者
の

論
か
ら
三

つ

の

特

質
が

言
え

よ

う
。

一

つ

口
は

、

小
西
の

論
に

見
ら
れ
る
よ

う
に

（
ま
た、

吉
田
が
批

判
し
た
よ

う
に）

キ
リ

ス

ト
教
思
想
（
特
に

プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト）

の

影
響

が

顕
著
に

み
ら
れ
る
と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

二

つ

目
は
、

先
行
研
究
で

言

わ
れ
て

い

た
よ

う
な
国
民

道
徳
涵
養
・

思
想
統
制
と

し
て

宗
教
教
育
を

語

る

面
は
み

ら
れ
な
か
っ

た
と
い

う
点
で

あ
る

。

三

つ

目
は
、

教

育
界
と

宗

教

界
両
者
に

よ

る
宀

示

教
教

育
言
説
の

合
意
形
成
の

場
と

し
て

本

講
座
が

位

置
づ

け
ら

れ
る

こ

と
で

あ
る

。

宗
教
教

育
熱
は
国
民
道

徳
涵
養
を
目
的
と

す
る

色
彩
が
濃
く
な

り
な
が

ら

敗
戦
ま
で

続
く
こ

と

に

な
る

が
、

一

方
で

こ

の

時
期
に

お

け
る

教

育
学
者
は
、

文
部
省
の

思

惑
と

は

別
に

、

大
正

自

由
ギ

義
教

育
的
な

宗
教
教

育
は

学
校
で

可
能
か
否
か

と

い

う
点
で

議

論
し

て

い

た
こ

と
が

確
認
で

き
た

。

ド

イ

ツ
・

バ

イ
エ

ル

ン

州
に

お

け
る

　

宗
教
科
と

各
宗
教
団
体
の

関

係

石

　
川

　
智
　
子

　
宗
教
教

育
を
め

ぐ
る

議
論
は
、

近
年
の

宗
教
学
に

お

い

て

重

要
な

テ

ー

マ

の

ひ

と

つ

で

あ
る

が
、

い

わ

ゆ
る

「

宗
派
教
育
」

に

対
す
る

宗
教
学
的

な

分
析
は

十
分
と
い

え

ず、

公
立
学
校
で

宗
教
科
が

設
置
さ
れ

て

い

る

ド

イ
ツ

で

も
そ

れ

は

同
様
で

あ
る
。

　
宗
教
科
に

つ

い

て

の

法
的
規
定
と

し

て
、

ド

イ
ツ

連
邦
共
和
国
基
本
法

で

は

宗
教
科
が

「

正

課
」

で

あ
る
こ

と
、

教
育
権
者
に

は

子
供
の

宗
教
科

へ

の

参
加
に

関
す
る

決
定
権
が
あ
る

こ

と

な
ど

が

規
定
さ
れ
て

い

る
。
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